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J.D.Wilsonによるとエリザベス朝のソネット作家は t〔Sleep''のテーマについて好んで歌っ
ていた(つ。  実際 Sir Philip Sidney のソネット (И∫″ψカケJ'2〃∫ι¢ど協XXXIX), Edmund
Spenser の 巧Lι ttψルα″滋∫G♂′θη″″ (Cant0 9,Stanza 40), Samuel Danielのソネット (
駒2ηtt J9 D¢ど
',XIV)などがそうである。また
SeneCaのrFarθク膨∫励修が (11.1065-7)ゃOvid
の Mガα御ゆちο∫夕∫(XI,11,723-6)また ChauCerのざ?クル'∫ 乃ル (1・347)など過 去 の作家も
〔tsleep''のテーマに関心を示していた。 このように当時として有名なテーマを Shakespeareは
彼の戯曲,詩,ソネットで展開させ,発展させている。特に 力防う¢r/2においては Shakespeare
独自の発展の傾向が顕著にあらわれている。
うイα力房力における 憔Sleep''のテーマ,そのイメジャリについては,A,C.Bradleyはじめ J.
D.Wilson,M.Murray,W,Clemen,R.A.Fokes,C.Spurgeonなど多くの著名な批評
家が指摘してきた。しかしそれを精密に研究した人は私の知るかざりではいない。この劇にしめる
R〔sleep''のイメジャリの重要性を考えるとこのことはむしろ不恩議な感じさえするのである。 そ
こで私なりの試論を述べるのも意義があることだと思う。
まず くくSleep''のイメジャリの定義を考えよう。 イメジャリの定義は CarOline Spurgeonが
考えているよりもっと広く,S,L.Bethellのように「比愉的に用いられると, 直接的に用いら
れるとを間わず, 明確な事物を指示する語もしくは句」(ρ)と考える。そして くくSleep''のイメジ
ャリといえば,〔〔Sleep'',〔tsleepless'',(treSt'',くくdrOWSy'',ttdream''なども合めて考えるべき
である。それで 〔ミSleep''のイメジャリと言う場合には,上の概念,比崎を合んだものをひっくる
めるときと,後で分類するように下位区分された「不眠」に対立するイメイジの場 合 の二通りあ
る。まぎらわしいので前者を くRSleep'', 後者を「ねむり」といっておこう。 あとでこのイメジャ
リの個数を計算しているが,その場合には一つの完全なセンテンスのなかに多くそのイメイジが使
われていても一個と数えている。
はsleep''のイメジャリは次の三点から考察されるべきであろう。
1.個々の作品に使われているそのイメイジの数について
2.そのイメイジの意味上の分類と,その意味の広がり,深さについて。同時に全場人物との
関連について。
5,作品全体にそれぞれのイメイジがしめる役割および機能について。
以上の観点から考察すれば, ある作品における RRSleep''のイメジャリを全体的に位置づけるこ
とができると思う。もちろん二点のうちどちらか一点が他の劇よりとびぬけているからといって,
そのイメジャリが必らずしも,効果的に使われているのではなく,三点の相'関的なものを考慮しな
ければならないであろう。
明俊村
岡村俊明:"助う′励 における “Sleep"のイメジヤリについて
では悲劇全般にわたって,【
RSleep''のイメジャリの意味上の分類をしたい。悲劇の
〔〔Sleep"の
すべてのイメジャリをカー ドに転記していると,それぞれの作品ではいくらか個性も違うことに気
がついた。それを分類すると,その特色が明確になると思ったので試みた。
t〔sleep''のイメジャリの意味上の分類 (主要なもののみ)
r(1)平和,安心
92
I
ねむり
工
不 眠
Ⅲ
その他
Free fro14 feaSts and banquets
to our nights
Of bloody knive 。(Mαθう♂肪)
(2)生命を養なうもの
You lack the season of an natures, sleep.(a匁″ぅιJ/B)
13)死
Shake off this downy sleep, death's counterfeit。(Maθう♂滋)
(4)時間を浪費すること (idling away)
What is a man,
If his good and market of his tiine
Be but to sleep and feedP a beast, no more.(Frrηルサ)
表面上の意,深層の意なし
その他 (上記には分類されない多様な意)
IGivetoourt」モieゴ醜葦,電抱ep
disturbed sleep
ln this slumbery agitation,
other actual performances,
heard her say?(Ma♂う¢肪)
表面上の意,深層の意なし
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
besides her 、valking and
what, at any tiine, have you
その他
Wake, rise の環曇
夢 (第7番目以外の)
甘美なもの
Enioy the hOney‐heavy de、v of slumber。(pヵι応6αι∫,″)
牡0 卑わいな意
tひ 病 気
仕9 その他
以上のことに留意しながら,Shakespeareの悲劇全般にわたってごく粗雑にたどってみる。
■ο紹♂ο α2″″励サから始めよう。ここには ばSleep''のイメイジが:27個ある。比較 的多 い といえ
る。その ttdOttinant image''はSpurgeon女史が指摘しているように(3), light(sun,mOOn,
stars,fire,lightning)でぁる。 夜などの場合には, 光を光たらしめているものは, 暗黒であ
り,それと ばSleep"は関連があるので はdOminant image''の末端をなしているといえよう。
ここでは「夢」に分類される
くRSleep''のイメイジが多いのが特色である。次の例を考えよう。
Rοη. O blessed, blessed nightI I aHl afeared,
Being in night, all this is but a dreanl,
Too flattering‐sweet to be substantial.(2. 2. 139-41)(1)
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彼らの恋が現実ばなれしていて,夢のようであること,結ばれたと思ったら消えてしまうという意
味をもっている。
(〔sleept'と「死」の連結がこの劇に見 られる。死んだようにねむった Julietがぉき,ROmeo
がそれを間違えて自ら死んでしまうこと。 t(like death'',くtthe fOrm of deathi'と直崎でつな
がれている。後期になると,R〔Sleep''と〔〔death''は連想されるが, 憔like"とか (〔form''はと
れてしまう。
tくsleep''のイメイジは個性的でなく, また新鮮なものは感じられない。 次に見る通りである。
,          Feather of lead, bright smoke, cold fire, sick healthi
Still―waking sleep, that is not what it isI(1,1・185-6)
これは矛盾語をならべてある事を説明するというエリザベス朝の伝統にのっとった もの にすぎな
ぃ(5)。 とにかく個性化されたイメイジは殆んどないといえる。
デク′づお碗否″ に移ろう。これには ばleading image''はなぃといってよい。イメイジに関しては
散漫としかいいようがない。 ('Sleep''のイメジャリが29個あるが「表面上の意味」にしか分類さ
れえないのが11個もあることからもわかるであろう。個性的に使われていないことを示すといえよ
う。意味分布は Rο翻♂οα″′/PZチカιょり広い。「時間の浪費」の意味でのイメイジが使われている例
がはじめてみられる。ここでの奏は ■οttω α″″″J″けと違って悪夢のそれである。不眠の大きな特
色といえよう。R財胸 αη″デガルιに1個しかなかった不眠のイメージが多くでてきている。それは殆
んど BrutuS一人に限られており,Caesar暗殺の直前と,罪になやむ後半 (4幕)にでてくるも
のである。眠られない Brutusのかたわらで Luciusが熟睡しており,それは BrutuSを羨望の
気持でみたしておる。この「不眠」は ′豚,"励にもでてくるが,ここではまだ表面 的であるとい
えよう。後期の悲劇にあるように,ある作品の後半になるにつれて,ますます (ミSleep''のイメジ
ャリが人間の深層にはいり,個性化され,場合によっては ltSleep''そのものが人格化され, その
人に対決するといったものではない。 ここでは BrutuSの意識につれて進行してくるもの はない
といえよう。はSleep''のイメジャリは第2幕と第4幕に集中して, その他は大々一つであるのも
興味ぶかい。
では Fr激励 に移ろう。R(Sleep''のイメイジの数は21個ある。SpurgeOn女史が指摘しているよ
うに(6)ttdOminant iniage''は病気のイメイジである。しかしここには 〔〔Sleep''とはsickness''
の結びつきは, ばSleep''の総数24個のうち1個である。特徴的なものは Цdeath"のイメイジ (
5個),「時間の空費」「不眠」のイメイジであろう。特に「時間の空費」 の意味は 河"ルιのテ
ーマと密接な関係があるといえよう。
What is a man,
If his chief good and market of his tilne
Be but to sleep and feadP a beast no more (4. 4. 38-35)
他に5個あるが上例ほど明確に く'Sleep''を「時間の空費」の意でとらえたものは ShakeSpeare
悲劇にはないのではないか。この劇のテーマである Hamletの復警 遅延, および不活動といっ
たことと関連づけると面白い。次は「死」の意味との関連を見よう。この結びつきは,■ο紹¢ο,ηプ
み′力ιにも―力所でてきたが, それ以前に Fry″ヮr7ゃsonnetsぁとには 翔助♭♂肪 にもある。
岡村俊明:″防うι崩における “SIeep"のイメジヤリについて
このテーマは ShakeSpeareが非常に関心をもっていたものと思われる。ここでは ■開♂ο αη〃コルチ
のように後から附加された感じの,又ぎこちない印象を与える はfOrm"とか 〔〔like''などによっ
て結ばれているのではなく,TO dieitO sleepとィコールの関係で結ばれている。 しかも何度も
繰返すことによって,その効果を強めているといえよう。それはあの有名な独自t〔TO be or not
to be"にみられるところである (〔RSleep of death'り。 しかも表面的にではなく,このイメイ
ジ1ま Hamletの心の深層にはいってきているといえよう。 彼の全存在をもって問いかけたのだ。
まさしく彼にとって,生か死の問題であろう。
そ【sleep''のイメジャリは劇全体に一様に散存している。 しかし意 味分布は少数の項目にしかわ
たっていなく,「時間の浪費」や「死」などの意味に集中的に使われている。個性的であるといえ
る。前半と後半ではイメジャリが違うし,発展があるといえる。Hamletは後半になるにつれて精
神的に成長し,彼の意識も発展するが,それと関連があるといえよう。
では 0ル′ο に進もう。 や｀Sleep''のイメジャリの数は45個ある。非常に少ない。〔tdominant
image''は《animal image''でぁるが, それからへだ たっていることが一番大きい原因であろ
う。また悲劇において 〔〔Sleep''のイメジャリを使う人間は,BrutusゃHamlctのように疑念を
いだくが,すぐ行動に移せなくて迷っているノ、間か,あるいはMacbethのように行動のあとでも
倫理的葛藤に苦しんでいる人間に多く,Othel10のようにすぐ行動に移す人間には少ないのが普通
である。特徴的な不眠のイメィジは, 嫉妬に狂いはじめた Othelloをさして IagOが言うとき使
われる。
Not poppy, nor mandragora,
 ヽ           Nor all the drowsy syrups Of the lvorld,
Shall ever medicine thee to that sweet sleep
Which thou o、vdst yesterday。(3. 3. 331-34)
実に個性的に使われる。
では 翔防♭励 に移ろう。 tくSleep''のイメジャリは52個もある。 その数は ShakeSpeare全作品
のうちでも圧倒的多数といえる。意味上の分類は次の通りである (本文86ペー ジの分類を参照)。
この表からもわかる通り分布は広い。「ねむり」のイメイジが52個,「不眠」のイメイジが16個,
その他が4個ある。しかし我々の印象としては,ν栃♭励 では「不眠」のイメイジが「ねむり」
よりも多いということではなかろうか。これをもっと緻密に分析してみたい。例えば Macbethと
Lady Macbethとの次に会話に注目しよう。
と,妙うr. You lack the season of ali natures, sleep.
ル筋ιう♂励.Come,we'n to sleep.
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これには「ねむり」に分類されるイメイジが2個あるが,そういうねむりをニノ、がもちたいという
願望をあらわすがもっていないのが現状であるので,これは不眠を示すものになる。そんな仕方で
再分類すると,「ねむりJは19個,「不眠」は52個,その他は 1個になる。即ち,表面上は「ねむ
り」の意味に分類されても,「不眠」のイメイジを示しているものが圧倒的に多いということであ
る。これは「ねむり」の特質を敷延することによって,いや敷延すればするほど,その反対の意味
の「不眠」を示すということになっている。Shakespeareは他の劇では不眠になやむ人の側に熟
睡している人を対比させ, その不眠を強めるというテクニックを使っている。しかし Z♂あ′崩で
はこのような例はない。あるものと他のものとの外面的な比較ではなく,あるもののなかにそれと
対立する意味を内包している。不眠のイメイジがこの劇全体にまんえんし (不眠になやむ人は三ノ、
もいるが),まだイメイジ自体も深化し,また登場人物の意識のなかに食いこんできていると考え
られよう。大きな特色というべきであろう。他に「ねむり」のなかの第6番目の「その他」に分類
されるのが11個もあること (事実上分類できないほど多様な意味をもっているが),「ねむり」の
イメイジのなかで第5番目の「死」 に分類されるのが9個もあること。 以上が ν防う♂力 における
く〔sleep''のイメジャリの特色である。
ではまず「不眠」のイメイジを中心に論を進めよう。劇の頭初に「不眠」は二人の魔女によって
予言される。それは劇全体に暗示される。Macbethはその予言を聞き,また Lady Macbethの
教唆によって Duncan王を殺してしまう。 それは工を頂点としてなりたっているヒェラルキーを
こわすことであった。その中でのみ約束されている平和なねむりをこわすことにもなる。それでは
Duncan殺害前には,即ち秩序の世界では 《Sleep"はどういう意味をもっていたのか。それは「
罪のない」「心配事のもつれ糸をなおしてくれる」「生を養なう」いわゆる祝福されたねむりであ
った。これを Duncan殺害と同時に Macbethは殺してしまう。「ねむり」を殺した Macbeth
には人生観も変わってくる。彼は良心の可責のため眠られない。工冠を奪う大きな目的であった心
の満足は今は得られない。Duncan工殺害直後 Macbethは大勢の人を欺くために次のように言
うが, これは皮肉にも彼のノ、生を暗示することになった。
Had l but died an hour before this chance,
I had liv'd a blessed tilne, for, frO■l his tilne instant,
There's nothing seriOus in mortality;
All is but toys: reno、vn and grace is dead,
The、vine of life is drawn, and the mere lees
ls left this vault to brag of.(2. 3, 98-103)
彼は次々と犯行をかさねてゆく。次の Macbeth夫妻の会話に注目しよう。
Lαゅ うr.You lack the season of all natures, sleep.
Ma♂うマj/Jo Come,、ve'1l to sleep. ?ly strange and self‐buse
ls the initiate fear that wants hard use:
We are yet but young in deed。(3. 4. 141-4)
Macbethは寝ようというわけだが, 皮肉にもこれ以後 tRSleeゎ''のイメジャリを口にしなくな
る。イメジャリの大きな転回点というべきである。
MacbethとLady MacbethとBanquOが不眠になやむが,彼等二人に共通 していえること
岡村俊明:"助力肪 における ``SleeP''のイメジヤリについて
1ま,その原因がまさに悪事をしようとする,あるいは悪事をしたことに対する良心の可責からきて
いるのである。不眠は登場人物夫々の内面的葛藤,己れの倫理感との戦いであるといってよい。な
ぜ不眠のイメイジがこれほど多く, しかもそれが二人の倫理感と結びついているのか,そこに作者
の倉」作の秘密があると思うが,それについては後ほど述べる。
Macbethは後に対抗努力 Malcolmによって滅ばされ,Orderの世界が復元されるわけだが,
この過程は 〔〔Sleep''のイメジャリを通じてなされるのも興味ぶかい。Duncanを殺した A/facbeth
は「ねむり」のない世界にはいっていった。従って正常な世界を再現しようとする努力には「ねむ
り」をこの世界にとりもどそうとするイメイジが使われる。
Thither A/1acduff
ls gone to pray the holy king, upOn his aid
To wake Northumberland,and war‐■ke Siw r i
That, by the help of these_、vith him above
To ratify the wOrk―we may again
Give to Our tables meat, sleep tO Our nights,(3. 6. 29_34)
まさに上と同じ意味のことを裏面からMacbethは言う。即ち不眠になやむくらいなら,この世界
が滅びてしまったらよい,即ち現在の diSOrderの世界が滅びて,Orderの世界が還ったらよいと
言う。irOnicalな言葉だが次にかかげよう。
But let the frame of things disioint, both the worlds suffer,
Ere we will eat Our meal in fear, and sleep
ln the afflictiOn of these terrible dreams
That shake us nightly,(3. 2. 16-19)
Malcolmは我々が殺されず安心して眠ることができる日が近いと言い (5.4,1-2), しかもそ
う努力する。最後に Macbethを滅ばしてしまい,もとの秩序の世界に遠したとき, Malcolmは
次のように言う。この科白はこの劇での最後の科白である。Shakespereのすべての悲劇がそうで
あるように,劇の最後の科白はその劇を評価する実に重大な手がかりを与えてくれる。
What's mOre tO dO,
Which would be planted neMrly 、vith the time,
As calling home our exll'd friends abroad
That fled the snares of watchful tyranny.(5. 7. 93-96)
Malcolmは自ら工になって, 忠誠をつくした家来に分に応じて思賞や称号を与えたりする決意
をしている。しかしそれだけではもとの秩序の世界にはかえらない。即ち,ttSleep''も同様に と
の世界にもどすことが必須の条件である。Orderの世界にもどす試みは,不眠の世界にたえきれな
くて,又その住人にふさわしくなくて逃げた諸侯をもとの「ねむり」の世界に,orderの世界につ
れもどすことであるといえる。
というのはこの 〔tWatchful tyranny''とは Duncanのことであるが, この く〔Watchful''の
意は常識中には
ばcunning'',そ〔spying''の意であるが, ここではこの意味は「眠らずに起きてい
る」「眠られい」と解釈すべきだと思う。劇の冒頭の二人の魔女の不眠の況文が, ここではじめて
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とれたと解すべきではなかろうか。〔fair is foul and foul is fair"で表わされた転倒した価値
の世界は そtSleep"の復元をまって,もとの世界に還ったと考えられる。 このように考えると「不
眠」のイメイジがこの劇でいかに大きい役割をはたしているかが了解されよう。
次には「死」の意味に使われている
〔tSleep''のイメジャリについて述べよう。この劇ではそれ
が9個に達し,/2カ密 O夕∫″ の 1個,Hamlctでの5個よりはるかに多い。Z,あ励 でのねむりは
いかに多く死の要素を合んでいるのか,又この劇には全体として死の雰囲気が強いかは了解されよ
う。
Macbethが堕落の道を歩んでゆくには, この劇のはじめに三人の魔女が不眠を予言し, また
Lady A/1acbethの教唆によるといったが,彼女は次のように「死」のイメイジを使う。Duncanの
おつきの者が死んだように眠っているから,Duncanを殺すのはなんでもないという (1・7.60-
)。実際に Duncanもおつきの者も殺される。 彼等のねむりは彼等自身の死と Duncan工の死
にもつながっていたわけである。Banquoは
A heavy su■l140n lies like lead upon me,
And yet l would not sleepimerciful powers.(2.1,6-め
と言い,彼は眠るのがこわく,眠りたくないと思っている。Duncanを殺そうと思った Macbeth
は夢か現かわからないときに,空中の短剣をみる。そしてついに彼は Duncanを殺す。 その瞬間
に Wfacbeth は
こヽethought l heard a voice cry 〔Sleep no mo e!
凸lacbeth does murder sleep.'(2. 2. 36‐37)
と口ばしる。彼は寝ている Duncanを殺したのだ, 神聖なねむりそのものを殺したのだ。 Mac‐
bethは,今後眠れなくなるという言葉でとめておくのではなく,「ねむり」を殺すというように「
ねむり」と「死」 と結びつけている。又ねむりを一つの人格として考え, Duncanとぃぅ一人の
人格を殺したように,「ねむり」という人格を殺したと考えている。したがって MacbethはDun‐
Canの子 Malcolmによって仇を討たれると同様に, ねむりそのものにも仇討されるわけである。
Duncan殺害を機として,《Slcep''のイメジャリはますます暗謄たる死の様相を現わし, 祝福さ
れたはずのねむりの価値観は一変する。 したがって死の意味をもった ttSleep''のイメジャリは,
工殺害の前後に集中している。Duncanが寝ている隣りの室では悪夢にうなされた Mal∞lmと
Donalbainが
There's one did laugh in's sleep, and one cried 〔く?lurderl''(2. 2. 24)
と叫ぶ。 彼等は死をのがれようとねむりから起きて, この城から逃げる。 外側から守って いた
Porterは酔っぱらって眠っていた。そのねねりは Duncanの死でもある。 彼は地獄の問番でも
ある (〔〔deVil‐porter'つ。我々は Duncanェ殺害の前後にねむりが死につながっているのをみて
きた (夜目をさましていて工を守るのが役日である二人さえも眠るのだが)。 このねむりは他の劇
と違って積極的に Duncan殺害に参加しているといえよう。 ねむり即死といった仕方で叙述され
てもくる。
●
Lα′グ〃.                   Infirrl of purpose!
Give me the daggers. The sleeping and the dead,
Are but as pictures, 'tis the eyes of childhood
That fears a painted devil.(2. 2. 53-56)
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Macduffは死のまがひものたるねむりではなくて, ねむりのために殺された死そのものを見よ
という。
Shake off this downy sleep, death's counterfeit,
And look on death itself! up, and see
That great doon■'s imagel(2. 3. 83-85)
また Duncanは死んで基に葬られているが,これを墓のなかでねているという (3.2.22)。
最後に Lady Macbethは耐えきれずにとうとう夢遊病者 (く'Sleep‐walking'りになる。 彼女は
呪われた死者の行くところ―地獄―にいるように思っている。《Hell is murky."これが死の意味
をもったねむりのもたらす一番恐ろしいイメイジではなかろうか。実際彼女は良心の可責にたえき
れずに自殺する。不眠は彼女を殺したといえる。ここにも不眠と死の癒着が見 られる。
この劇では他の劇と比較して 〔tSleep''のイメジャリが多いのは既述した通りである。 またそれ
は深さと同様に広さももっているし,とくにそのなかで「不眠」のイメイジと「死」の意味をもっ
た「ねむり」のイメイジが多いのも,またこの両者のつながりもみてきた。また Macbeth,Lady
Macbeth,Banquoの二人が不眠に悩むがその大きな原因はそれぞれの心のなかの倫理的葛藤であ
ることもわかった。以上の事実を考察してそこに一貫して流れる原因とその SOurceとの関連から
考察するとよいと思う。
翔助ι¢励 の SOurceはHolinshedの6ウ砲力θJ9jである(7)。 shakespeareは忠実にH01inshed
からひいている。HOlinshedが史実を間違えたところは, a入りにも Shakespeare自身もその
まま間違えているほどである。 かと思えばある点では Shakespeareは首尾 一貫して意 識 的 に
Holinshedをまげている。 そこでは MackbethもMackbeth夫人も Duncaneに対して当然
いだく深い恨みがあり,彼を殺す当然の理由もあった。働ηη力J9dでもMackbethはDuncaneを
殺すが,殺害後 MackbethもMackbeth夫人も良心の可責が全然ない。一方 Shakespeare劇
では, 殺害の理由は Macbethの野望とそれを助ける Lady Macbethの野心という内面的なも
のになっており,それをめぐって MaCbeth,Lady Macbeth,Banquoの二人の倫理的葛藤があ
る。だから H01inshedとShakespeareの相違は外面的な歴史と内面的な悲劇の違いであるとい
える。またもう一つの相違は はSleep''のイメイジに関することである。助鞄″力膝 では以上の二人
に関しては,「不眠」は勿論 ttSleep''のイメジャリは全然ない。 そこで 〔〔Sleep no more''の
叫び声はあるが,それは Malc01meを殺した Kennethに聞えるものである。また他に不眠のイ
メイジはあるがそれは King Duffeのそれにすぎない。 Mackbethにもともとあったのではな
い。 lヽackbeth夫ノ八、にも OLTοttοル∫ィこ1ま ЦSleep"のイメジャリはない。 ShakespeareのMaοう♂J/3
での彼女の夢遊病の場面は,Shakespeareの創作である(8)。 また ひηη
'じ
′♂∫では BanquhOは
Mackbethの共犯者なのであって,罪を犯さないように不眠になやんで苦しむことはない。
HolinshedとShakespeareの間には以上述べた大きい二つの相違があるわけである。推論す
れば,ShakespeareがOηηガιJ9Jにはなかずた内面的葛藤の悲劇にしたが, そうしようとすれば
するほど, 働″ο2カ影∫には欠けていたそれを表現するものを作者は強く欲した。 それを解決するも
のとして作者が取上げたものが,t〔Sleep''のイメジャリではなかったか。 したがって コ豚,力♂r/Bの
テーマー野心とその倫理的葛藤―と
R〔Sleep''のイメジャリは不可分の関係にあるといえる。だか
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ら ShakespeareはЦsl ep"のイメジャリを他の劇より蓬かに広 く,深く用い,登場人物の深層
にまで食いこませている。れイ,あタサカにおける いdOminant image''を形成するものといえる。
我々はイメイジを三点か ら考察するといったが, どの点でも Macbethでは十分 あるといえ
る。
*この論文は44年10月25日日本英文学会中四国支部大会 (第22回)においで発表された。
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